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衆
議
院
議
員
三
日
月
大
造
君
提
出
淀
川
水
系
の
河
川
整
備
及
び
水
質
等
の
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

河
川
整
備
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
国
土
保
全
上
又

は
国
民
経
済
上
特
に
重
要
な
水
系
で
あ
る
百
九
水
系
の
う
ち
、
五
十
八
水
系
に
つ
い
て
策
定
済
み
で
あ
る
。
同
方
針
が
未
策

定
で
あ
る
水
系
に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
速
や
か
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

河
川
に
係
る
水
害
を
防
止
し
、
又
は
水
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
は
、
河
川
管
理
施
設
等
の

整
備
と
住
民
へ
の
情
報
提
供
等
の
対
策
と
を
併
せ
て
行
う
と
と
も
に
、
河
川
区
域
の
み
な
ら
ず
、
河
川
区
域
外
も
含
め
た
流

域
を
対
象
と
し
た
防
災
・
減
災
に
寄
与
す
る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
国
土

は
ん

交
通
省
、
関
係
省
庁
及
び
関
係
自
治
体
は
、
協
力
し
て
、
氾
濫
域
に
お
け
る
輪
中
堤
の
整
備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表
等

を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
河
川
に
係
る
水
害
の
防
止
及
び
被
害
の
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

一



社
会
資
本
整
備
審
議
会
河
川
分
科
会
河
川
整
備
基
本
方
針
検
討
小
委
員
会
（
以
下
「
小
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
昨
年ぜ

き

十
一
月
三
十
日
に
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方
針
に
関
す
る
第
三
回
目
の
審
議
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
瀬
田
川
洗
堰

の
全
閉
操
作
の
在
り
方
を
含
め
、
流
域
の
治
水
安
全
度
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
瀬
田
川
洗
堰
の
全
閉
操
作
の
在
り
方
を
含
め
、
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方

針
に
関
す
る
検
討
を
進
め
る
上
で
、
右
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
同
水
系
に
係
る
多
く
の
関
係
自
治
体
の
意
見
も
十
分
に
反
映

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
関
係
自
治
体
と
の
調
整
及
び
当
該
調
整
を
踏
ま
え
た
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
昨
年
十
一
月
以
降
、
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、
同
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方
針
に
関
す
る
審
議

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
、
小
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本

方
針
を
策
定
し
、
そ
の
後
速
や
か
に
同
水
系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
策
定
手
続
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
は
、
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
原
案
の
作
成
の
前
段
階
に
お
い
て
、
幅
広
く
学
識
経
験

者
の
意
見
を
聴
く
場
と
し
て
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
が
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
律
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
も
の

二



で
は
な
い
が
、
同
局
と
し
て
は
、
現
在
ま
で
の
約
六
年
に
わ
た
る
同
委
員
会
に
お
け
る
議
論
に
お
い
て
、
当
該
原
案
の
作
成

に
資
す
る
幅
広
い
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
と
し
て
は
、
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
た
後
に
、
右
意
見
も
踏

ま
え
つ
つ
、
同
水
系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
原
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
と
し
て
は
、
今
後
、
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
に
、
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
原

案
に
対
す
る
意
見
を
聴
く
考
え
で
あ
る
が
、
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
及
び
同
方
針
を
踏
ま
え
た
同
水

系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
原
案
の
作
成
は
、
現
在
の
同
委
員
会
の
委
員
の
任
期
で
あ
る
平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
以
降

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
委
員
会
を
い
っ
た
ん
休
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
検
討
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
の
運

営
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
メ
ン
バ
ー
の
選
任
方
法
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
五
つ
の
ダ
ム
に
係
る
事
業
の
実
施
の
考
え
方
を
示
し
た
「
淀
川
水
系
五
ダ
ム
に
つ
い

三



て
の
方
針
」
を
、
流
域
の
関
係
自
治
体
、
こ
れ
ら
の
ダ
ム
に
係
る
利
水
事
業
者
等
に
説
明
し
、
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方
針
及
び
河
川
整
備
計
画
の
策
定
過
程
に
お
け
る
関
係
者
と
の
調
整
を

経
て
、
こ
れ
ら
の
ダ
ム
の
計
画
内
容
を
確
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

い
た
だ
い
た
様
々
な
意
見
の
中
に
は
、
丹
生
ダ
ム
に
つ
い
て
は
貯
水
量
一
億
立
方
メ
ー
ト
ル
規
模
の
水
面
を
有
す
る
ダ
ム

と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
、
大
戸
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
早
期
建
設
を
求
め
る
意
見
等
、
「
淀
川
水
系
五
ダ
ム
に
つ
い
て
の

方
針
」
の
内
容
と
異
な
る
意
見
も
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

「
大
津
放
水
路
�
期
区
間
」
の
整
備
手
法
等
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
淀
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本

方
針
及
び
河
川
整
備
計
画
の
策
定
過
程
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

琵
琶
湖
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
琵
琶
湖
へ
の
流
入
汚
濁
負
荷
量
が
大
き
く
削
減
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顕
著
な

改
善
傾
向
は
見
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
全
窒
素
及
び
全
り
ん
に
つ
い
て
平
成
十
七
年
度
に
お

け
る
環
境
基
準
の
達
成
状
況
を
み
る
と
、
琵
琶
湖
の
う
ち
南
湖
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
項
目
で
環
境
基
準
が
未
だ
達
成
さ

四



れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
北
湖
に
お
い
て
も
全
り
ん
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
未
だ
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
水
質
改
善
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
琵
琶
湖
の
生
態
系
に
つ
い
て
は
、
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
等
の
固

有
種
を
始
め
と
し
た
多
様
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
、
琵
琶
湖
特
有
の
生
態
系
を
有
し
て
い
る
が
、
近
年
、
琵
琶
湖
に
接

す
る
小
さ
な
湖
で
あ
る
内
湖
の
減
少
等
の
湖
辺
環
境
の
変
化
や
オ
オ
ク
チ
バ
ス
等
の
外
来
種
の
侵
入
等
に
よ
り
、
そ
の
生
態

系
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
琵
琶
湖
の
水
質
汚
濁
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
層
の
解
明
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
生
態
系
の
状
況
を
よ
り
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
滋
賀
県
が
実
施
す
る
生
態
系
の
保
全
・
再
生
の
た
め
の
調
査
に
つ
い

て
、
平
成
十
四
年
か
ら
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
琵
琶
湖
等
の
代
表
的
な
湖
沼
を
対
象
に
、
湖
沼
の
水
質
汚
濁
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

更
な
る
解
明
を
図
る
た
め
の
新
た
な
総
合
的
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
の
�
の
�
に
つ
い
て

滋
賀
県
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
処
分
場
の
周
辺
の
地
下
水
の
水
質
測
定
等
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
者
に
対
し
措
置
命
令

等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
滋
賀
県
に
対
し
助
言
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
の
�
の
�
に
つ
い
て

五



産
業
廃
棄
物
に
係
る
不
適
正
処
理
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
（
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
に
あ
っ
て
は
、

市
長
。
以
下
同
じ
。
）
が
支
障
の
除
去
等
の
措
置
を
処
分
者
等
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法

第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
処
分
者
等
の
資
力
そ
の
他
の
事
情
か
ら
み
て
、
処
分
者
等
の
み
に
よ
っ
て
は
、

支
障
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
又
は
講
じ
て
も
十
分
で
な
い
と
き
等
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
都

道
府
県
知
事
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
い
当
該
産
業
廃
棄
物
を
生
じ
た
排
出
事
業
者
等
に
対
し
、
支
障
の
除
去
等
の
措
置
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
第
十
九
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
九
条
の
五

第
一
項
又
は
第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
障
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
処
分
者
等
又

は
排
出
事
業
者
等
が
、
当
該
命
令
に
係
る
期
限
ま
で
に
そ
の
命
令
に
係
る
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
、
講
じ
て
も
十
分
で
な
い

と
き
、
又
は
講
ず
る
見
込
み
が
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
自
ら
そ
の
支
障
の
除
去
等
の
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
講

ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
、
法
第
十
九
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
は
当
該
措
置
に
要
し
た

費
用
に
つ
い
て
処
分
者
等
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
都
道
府
県
知
事
が
法
第
十
四
条

六



に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
要
件
と
し
て
、
申
請
者
が
産
業
廃
棄
物
の
処
分
を
的
確
に
、

か
つ
、
継
続
し
て
行
う
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
法
に
お
い
て
、
処

分
者
等
の
責
任
に
お
い
て
支
障
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
制
度
が
既
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

五
の
�
の
�
に
つ
い
て

法
第
十
九
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
代
執
行
を
行
う
都
道
府
県
等
に
対
し
、
特
定
産
業
廃
棄
物
に
起
因
す
る
支
障
の

除
去
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
又
は
法
第
十
三
条
の
十
三
及
び
第
十
三
条
の
十
五
の
規

定
に
基
づ
く
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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